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1.まえがき 
 近年、バイオメトリクス認証・ロボットビジョン・
エンターテイメント等、顔認識技術の需要が高まっ
ている。それにあわせて、高精度で高速に行える顔
認識技術も発達してきている。 
 本稿では、GA（遺伝的アルゴリズム）を用いたテ
ンプレートマッチングにより顔の位置検出および特
徴抽出を行い、分散顔データベースから顔を検索す
る手法を提案し、高速かつスケーラブルな顔検索シ
ステムの構築に関し検討を行った結果について述べ
る。 
2.システムの目的 
 現在、実用化されている顔認識システムは、バイ
オメトリクス認証に焦点を絞ったものが多く、企業
の入退室管理などに応用されている。そのため、た
かだか千人程度での利用しか想定していない。 
本システムでは、何万人・何億人というオーダー
での顔認識・顔検索に対応しうるスケーラブルな顔
検索システムを目指し、構築を行った。 
3.システムの概要 
3.1 システム構成 
 本システムでは、顔画像を与えることにより自動
的に顔の特徴を抽出し、その特徴を元に顔の特徴デ
ータが格納されているＤＢと比較して高速に検索を
行い、個人を特定する。 
はじめに、与えられた顔画像を 1台のＰＣ（マス

ター）で処理し、顔の特徴を抽出する。抽出する特
徴については後述する。 
次に、その特徴データを各地に配置された顔の特
徴を所持したＰＣ（ワーカー）に伝達し、並列に顔
検索を行う。 
最後に、最もマッチング率が高かったものを結果
としてマスターに提出する。マスターは返された結
果の中で最も優秀なものを最終的な結果とする。 
システムの構成を図 1に示す。 

3.2 顔認識の流れ 
 顔認識を行う流れを図 2 に示す。はじめに、GA
によるテンプレートマッチングを用いて全体画像の
中から目と思われる領域を検出する。その後、その
近辺を中心に目、鼻、口、顔の輪郭等の特徴量を抽

出する。GA によるテンプレートマッチングについ
ては後述する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 システム構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 顔認識の流れ 
3.3 GAによるテンプレートマッチング 
 本システムでは、GA（遺伝的アルゴリズム）を用
いて顔位置検出を行う[1]。GAを用いたテンプレート
マッチングの概要を図 3に示す。 
これにより全体画像の中から目の位置を検出し、

顔の特徴抽出の足掛かりとする。 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 GAを用いたテンプレートマッチング 
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3.4 抽出する顔の特徴点 
 本システムにおいて、個人を特定するのに用いる
顔の特徴量を図 4に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 抽出する顔の特徴点 
上図に示す 20箇所のベクトル（x成分、y成分）

を用いて、40次元のベクトル量の比較を行う。なお
マッチング率は以下に示す相互相関によって求める。 
  
 
 
 
3.5 JavaSpacesによる分散並列処理 
 1 台の PC で一定時間内に検索できる顔には限界
がある。既に実用化されているシステム[3]でも、25
万（フェイス/秒）程度である。仮に、1000 万人の
顔と照合を行うとすると 40秒もかかる計算になる。 
 そこで、本システムでは JavaSpaces による分散
並列処理[2]を提案する。複数台の PC で並列処理を
行うことにより高速化を図る。これにより今後、比
較する顔の数が増えても PC を増やすことにより対
応が可能になる。JavaSpaces による分散並列処理
の様子を図 5に示す。 
4.実行例 
乱数により作成したテストデータを用いてパフォ
ーマンスを測定した。表 1に１台あたりの処理能力
の測定結果、図 6に複数台での分散並列処理のイメ
ージを示す。これより、ワーカーを増やせば、処理
時間を一定のまま比較する顔の数を増やせることが
分かる。 
5.むすび 
本稿では、大人数（何万人・何億人）の顔の検索
を想定したスケーラブルな顔検索システムについて
提案した。 
今後は、特徴点の数・マッチング法の妥当性につ
いての検討、ならびに顔特徴抽出の精度の向上・検
索の効率化に関する検討を行っていく予定である。 

 最後に、有益な御討論を戴いた本学 e-LAB/マルチ
メディア・ラボの諸氏に謝意を表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 5 JavaSpacesによる分散並列処理 
 

表 1 1台あたりのパフォーマンス比較 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 分散並列処理のイメージ 
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